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コンテナ取扱量（空コン含）が増 

～令和７年 京都舞鶴港の取扱貨物量について～ 
 

■ 京都舞鶴港の令和７年（１～12月）の取扱貨物量は 864万トン（前年比 9.6%減）、

コンテナ取扱量は空コンテナを含む総数で18,239TEU（前年比9.1%増）、実入のみ

の数値で 11,788TEU（前年比 0.4%減）となりましたのでお知らせします。 
 
１ 貨物量及び主要貨物（重量ベース）の状況         （単位：千トン） 

区    分 令和７年 前年比 増減要因 等 

総   数 8,637 90.4％  

外    貿 3,360 86.0％  

 

石   炭 2,793 82.7％ 

・関西電力舞鶴火力発電所における定期

点検等に伴う輸入減 

（外貿貨物全体に占める割合：83.1%） 

中 古 車 161 88.9％ 
・太平洋側港湾への転換に伴うロシア向

け輸出の減 

内   貿 5,277 93.5％  

 
北 海 道 

フェリー 
4,356 94.9％ 

・猛暑に伴う農産物の移入等の減 

（内貿貨物全体に占める割合：82.6％） 

（参考）コロナ禍前の令和元年は総数 11,865千トン 
 
２ コンテナ取扱量 ※取扱量の推移等は別紙のとおり 

区    分 令和７年 令和６年 増減 前年比 

コンテナ取扱量 
（空コン含の総数） 

18,239 TEU 16,713 TEU 1,526 TEU 109.1％ 

コンテナ取扱量 
（実入のみ） 

11,788 TEU 11,840 TEU  ▲52 TEU  99.6％ 

（注）TEU･･･長さ 20フィートコンテナを基準(1TEU)とするコンテナの取扱個数の単位 

（参考）コロナ禍前の令和元年は空コン含：20,289TEU、実入：13,145TEU 
 
【コンテナ取扱量（実入）の増減要因】 

区    分 増減量 主な要因 

韓国航路  161TEU 紙・パルプの輸出増 

国際フィーダー航路 ▲213TEU 古紙の輸出減 

（注）20フィートコンテナを利用する貨物において輸出用コンテナが不足し、空コンテナの 

輸移入が増えたため、全体としてコンテナ取扱量（空コン含）が増加 

 
 
【本報道発表に関するお問合せ】 

港湾局港湾企画課     課長 松本  TEL 0773-75-0192 
商工労働観光部経済交流課 課長 澤田  TEL 075-414-4832 

 

   

 



 


